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ー
ス
ク
ラ
ブ
60
周
年
ロ
ゴ
は
、
次
の
60
年
に
続
く
未
来
へ
の
懸
け
橋

自
分
の
立
ち
位
置
、
居
場
所
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
デ
ザ
イ
ン
は
始
ま
る

東京・上野公園の東京藝術大学のキャン
パスにて。左から：美術学部デザイン科

「視覚・伝達研究室」松下計教授。美術研
究科デザイン専攻 修士1年の本多万智さ
ん、山越真衣さん、金子明日香さん。

まつした けい｜1961年、横浜生まれ。東京藝術大学美術学部デザイン科卒業。
同大学院修了後『松下計デザイン室』を設立。現在、同大学デザイン科教授。主
な仕事として、ドイツ・ハノーバー国際万国博覧会日本館シンボルマークおよびロ
ゴデザイン、『ベネッセアートサイト直島』の島内サイン・パンフレット・ウェブサイ
ト、『21_21 DESIGN SIGHT』の企画展カタログなどのディレクションがある。

山越真衣さんのテーマは「DCのさらなる成長」。
ダイナースクラブの頭文字から想を得たロゴ。フォ
ントのセリフ（飾り）には本来、くさびや方向を示
す意味があり、今後の進化への期待を込めている。

写真・永田忠彦　文・中村千晶

―
―

松
下 

計
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ダイナースクラブは、カードメンバーであるお客様と手を携えて、次世代の若手にエールを送る
プロジェクトを展開しています。クラシック音楽、日本酒造り、女子プロゴルフなど、

さまざまな分野で取り組みを進めていますが、東京藝術大学でデザインを学ぶ学生たちによる
ダイナースクラブ60周年記念ロゴのデザインコンペも、その一環で実施しました。

デザイン決定の過程ではダイナースクラブの社員も参加し、
「60年のその先へ」の第一歩を、若いデザイナーのロゴとともに踏み出します。
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
託
さ
れ
た
の
は
、
東
京
藝
術
大

学
美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
「
松
下
ゼ
ミ
」
の
研

究
生
５
人
。
学
内
で
最
終
選
考
に
残
っ
た
10
作

品
を
、
社
員
約
３
０
０
人
が
投
票
式
で
選
考
し

た
。
そ
の
結
果
、
断
ト
ツ
で
票
を
集
め
た
の
が

こ
の
３
作
品
だ
。

金
子
明
日
香
さ
ん
（
以
下
、
金
子
）：
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
が
斜
め
に
重
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
、

奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
。
全
体
を
斜
め
に
少
し
崩
す
こ
と
で
躍
動

感
を
加
え
、
ど
ん
な
使
用
シ
ー
ン
に
も
合
う
よ

う
あ
え
て
モ
ノ
ク
ロ
に
し
ま
し
た
。

本
多
万
智
さ
ん
（
以
下
、
本
多
）：
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
は
信
頼
関
係
が
第
一
。
60
年
築

い
た
信
頼
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
意
味
で

「
エ
ン
ゲ
ー
ジ
＝
約
束
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
未

来
的
で
シ
ャ
ー
プ
な
フ
ォ
ル
ム
に
し
ま
し
た
。

ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
ロ
ゴ
と
の
統
一
感
も
考

え
、
爽
や
か
さ
の
あ
る
ブ
ル
ー
を
選
び
ま
し
た
。

山
越
真
衣
さ
ん
（
以
下
、
山
越
）：
歴
史
あ
る

会
社
の
60
周
年
を
意
識
し
て
60
の
数
字
に
Ｄ
Ｃ

に
し
て
社
会
を
読
む
。
今
後
の
社
会
で
は
そ
ん

な
個
人
的
感
覚
を
ど
う
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

く
か
が
大
事
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
は
ネ
ッ
ト
で
数
千
円
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
あ
り
、
無

料
の
イ
ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン
素
材
も
氾
濫
す
る

時
代
。
そ
の
中
で
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事

と
は
何
か
、
を
我
々
は
意
識
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
マ
ー
ク
を
作
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
が
ど
う
使
わ
れ
、
ど

う
い
う
社
会
的
価
値
を
生
む
か
、
運
用
計
画
も

含
め
て
提
案
す
る
こ
と
が
仕
事
な
の
で
す
。

　
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
例
に
し
て
も
、

デ
ザ
イ
ン
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
一
般
に
も
注
目
さ

れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
自
分
の
中
に

深
く
潜
っ
て
い
く
作
業
を
し
て
い
る
と
、
と
き

に
社
会
で
の
立
ち
位
置
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
企
画
で
は
、
若
い
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
卵
た
ち
に
と
っ
て
社
会
の
中
で
の

自
分
の
居
場
所
を
確
認
す
る
、
と
て
も
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ

る
方
が
多
い
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

山
越
：
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
側
と
見
る
側
の
間
に

あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
し
も
悪
い
こ
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
差
を
意
識
し
な
が
ら

互
い
を
す
り
合
わ
せ
、
と
き
に
見
る
側
の
価
値

観
を
新
し
い
次
元
へ
引
き
上
げ
る
手
伝
い
を
す

る
。
そ
れ
が
ア
ー
ト
で
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン
で
あ

る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

松
下
：
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

や
オ
ー
ダ
ー
が
あ
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
す
が
、

私
た
ち
の
科
で
は
デ
ザ
イ
ン
と
ア
ー
ト
を
あ
ま

り
分
け
て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
に
も

ア
ー
ト
と
同
様
に
、
個
人
的
な
感
覚
や
嗜
好
の

重
要
さ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
や
ロ
ジ
ッ
ク
、
数
字

あ
り
き
で
定
量
評
価
に
す
る
と
物
事
は
均
一
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
社
会
的
に
も
コ
モ
デ
ィ
テ

ィ
（
汎
用
品
）
化
を
問
題
視
し
、
個
人
的
・
感

覚
的
な
思
考
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
い
い
と
思
う
も
の

を
社
会
に
転
用
し
、
自
分
を
リ
ト
マ
ス
試
験
紙

本多万智さんのテーマは「未来の約束」。60年間築
いた信頼関係を、6 0年後も変わらず応えていく

「約束」を、2つの数字の結びつきで表現。成長を示
す右肩上がりの傾きと誠実さを表す青色が特徴。

金子明日香さんのテーマは「60年のその先へ」。
クレジットカードを広角レンズで見たような図形の
パーツを組み合わせ、60年のその先の未来へ続く
トンネルのような、奥行きと遠近感を表現している。

の
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ー
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。
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ダ
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、
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に
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刷
さ
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と
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の
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イ
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感
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よ
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金
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ん
の
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は
動
き
と
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ピ

ュ
ラ
ー
さ
と
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
、
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さ
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未
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感
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走
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あ
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ダ
イ
レ
ク
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に
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が
伝
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。
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ん
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作
品
は
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
印
象
で
イ
ン
テ
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ジ
ェ
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ス
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

山
越
：
今
回
の
投
票
式
の
選
考
は
と
て
も
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
２
案
ず
つ

提
出
し
た
の
で
す
が
、
自
分
で
「
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
受
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入
れ
ら
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そ
う
だ
な
」
と
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が
、
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票
が
伸
び
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か
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で
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。
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：
私
も
自
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の
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の
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の
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、
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本
多
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ダ
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へ
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に
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ダイナースクラブ60周年ロゴは、

「おかげさまで60年、
次の60年へ」のキャッ
チコピーを冠したダイ
ナースクラブ60周年ロ
ゴは、東京藝術大学
美術研究科デザイン
専攻 修士1年の学生の
デザイン案のコンペで審査され、最終５名10
案から３案に絞り込まれた結果、金子明日香
さんのデザインした「60年のその先へ」が選
ばれました。これから60周年記念イベントな
ど、ダイナースクラブの各種メディアで使用さ
れます。ご期待ください。

60周年記念企画は、ダイナースクラブ ウェブサイトで順次ご紹介します。ご期待ください。
www.diners.co.jp > 重要なお知らせ > ダイナースクラブ60周年
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ら
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
を
ビ
ジ
ネ
ス
や
ロ
ジ
ッ
ク
、
数
字

あ
り
き
で
定
量
評
価
に
す
る
と
物
事
は
均
一
化

し
て
し
ま
い
ま
す
。
社
会
的
に
も
コ
モ
デ
ィ
テ

ィ
（
汎
用
品
）
化
を
問
題
視
し
、
個
人
的
・
感

覚
的
な
思
考
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
い
い
と
思
う
も
の

を
社
会
に
転
用
し
、
自
分
を
リ
ト
マ
ス
試
験
紙

本多万智さんのテーマは「未来の約束」。60年間築
いた信頼関係を、6 0年後も変わらず応えていく

「約束」を、2つの数字の結びつきで表現。成長を示
す右肩上がりの傾きと誠実さを表す青色が特徴。

金子明日香さんのテーマは「60年のその先へ」。
クレジットカードを広角レンズで見たような図形の
パーツを組み合わせ、60年のその先の未来へ続く
トンネルのような、奥行きと遠近感を表現している。

の
頭
文
字
を
入
れ
、
右
肩
上
が
り
の
明
る
い
未

来
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
色
を
用
い
ま
し
た
。

松
下
計
教
授
（
以
下
、
松
下
）：
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
そ
れ
単
体
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、

必
ず
「
周
辺
の
環
境
」
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

ば
ダ
イ
ナ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
ロ
ゴ
と
並
ん
だ
と
き

の
相
性
や
、
名
刺
に
印
刷
さ
れ
た
と
き
の
サ
イ

ズ
感
な
ど
も
意
識
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

　
金
子
さ
ん
の
作
品
は
動
き
と
躍
動
感
、
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
さ
と
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
、
本
多
さ
ん

の
作
品
は
未
来
感
、
疾
走
感
が
あ
り
ダ
イ
レ
ク

ト
に
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
り
ま
す
。
山
越
さ
ん
の

作
品
は
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
印
象
で
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
を
感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

山
越
：
今
回
の
投
票
式
の
選
考
は
と
て
も
貴
重

な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
２
案
ず
つ

提
出
し
た
の
で
す
が
、
自
分
で
「
こ
ち
ら
の
ほ

う
が
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
だ
な
」
と
考
え
た
も

の
が
、
意
外
と
票
が
伸
び
な
か
っ
た
ん
で
す
。

金
子
：
私
も
自
分
の
２
つ
の
作
品
の
う
ち
、
こ

ち
ら
が
選
ば
れ
た
の
が
意
外
で
し
た
。

本
多
：
ダ
ブ
ル
ミ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン

「
60
年
の
そ
の
先
へ
」
に
決
定
！

ダイナースクラブ60周年ロゴは、

「おかげさまで60年、
次の60年へ」のキャッ
チコピーを冠したダイ
ナースクラブ60周年ロ
ゴは、東京藝術大学
美術研究科デザイン
専攻 修士1年の学生の
デザイン案のコンペで審査され、最終５名10
案から３案に絞り込まれた結果、金子明日香
さんのデザインした「60年のその先へ」が選
ばれました。これから60周年記念イベントな
ど、ダイナースクラブの各種メディアで使用さ
れます。ご期待ください。

60周年記念企画は、ダイナースクラブ ウェブサイトで順次ご紹介します。ご期待ください。
www.diners.co.jp > 重要なお知らせ > ダイナースクラブ60周年
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